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日本海溝の陸側・海側斜面の地形とテクトニクス
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三腔沖東北日本孤の東に, 南北余こ8{心･４参く日本海溝政海壽釉を挟んだ海側の斜

而と陸側の斜面で行われた14回の遇航によって観察された，海底表層の地球科学現

象についてまとめその成因を考える。海溝の睦側斜面には海溝紬に平行する巨大な

斜面崩壊が断続的に見られる。崩敏は基本的には地震とそれによ・ て鏘４ した地般

変動によるものと考えられる。駿側斜面には水深6,S6卜5,960  励にかけてナギナタ

シロウリガイを主とする淙海冷水湧出誉生物群集が広く分布する。ナギナタシロウ

りが４の分布は地下にある逆断覇の集中するメガシフー帯と密接に閼連している。

洵側斜面では水深6,2(xyヽ 6,《》Oamにかけて幗５～ｌｍ，深さ最大５ｍの新鮮な裂

け目が分布しており，長さはＩｓｍある。このような裂け目は洵溝舶に平行に何本

も発見されている。これらの裂け目はマクロには太平洋プレートの曲がりに対応す

るホルストーダラーベン構造に密接に闘連している。

日本海溝の海講紬を挾んだこのような対照的な地球科学現象の違いは，太平洋プ

レートの日本列鳥の下への沈み込みに俾ってできる淘側の伸張と陞側の圧縮によう

て形成された。すなわち，洵刪の現象は沈み込むプレートによ・て引っ張られたリ

フト地形，腟訓はメガシアーソーンを介した地下からの水の搾り出し4こよるものと

解釈される。

Constrated Nature between Landward  and Seaward  Slopes

of the Japan Trench off Miyako, Northeast Japan
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This  article deals  with  trying  to understand  the genesis  of the different patterns

both  of landward  and  seaward  slopes  of  the  Japan  Trench  which  is extends

from  north  to  south  off  east  of  the  northeast  Japan.  On  the  landward

slope,  mega  slope  failures  are  sporadically  recognized  along  the trench  which

is  paralell  to the  axis. Deep  sea  clam  communities  which  range  from  6,960  to

6,366  meter  are  existed  close  relationship  to the  megashear  zone  underneath

the  lower  slope  of the Japan  Trench.

On  the  contrary,  on  the  seaward  slope  of the  trench,  several  fresh  fissures

are  recognized  whose  width  is 5  to 1 meter  and  depth  is maximum  5 meters

and  the  length  is 185  meters.  This  kind  of  fissures  are  distributed  almost

pararell  to the trench  axis  and  macroscopically  identical  to the surface  bending

structure  of the subducting  Pacific  Plate. This  may  related  with  the horst  and

graven  structure  of the veneer  of the place

This  different  morphotectonic  features  on  the  opposite  site  of  the  Japan

Trench  axis  may  well  be  explained  by  the extension  on  the seaward  slope  and

compression  on  the  landward  slope  deduce  from  the  subduction  of  the  old

Pacific  Plate  underneath  the  Northeast  Japan  arc.  The  seaward  character-

istic  feature  is the  Rift  by  the  pull  of  the  descending  slab  and  the  landward

feature  will be ascribed  by  the squeezing  deep  interstitial water  of the  muddy

sediments  transported  far  from  the  Pacific  regions.

１　 は じ め「こ　　　　　　　　　 。

日 本 梅 溝 と 東 北 日 本 弧 は 日 本 列 島 周 辺 の 島 弧 一

掬 漓 系 の 中 で も 最 も よ く 研 究 さ れ て い る も の の う

ち の １ つ で あ る 。 我 が 国 の 最 初 の 本 格 的 な 海 溝 の

研 究 は 気 象 斤 の 波 風ｉ. に よ っ て 行 わ れ た 。 こ の 一

連 の 研 究 はJEDS （Ｊａｐａｎ Ｅｘpedit ｉｏｎ ｏｆ ＤｅｅｐＳ・ ）

と 呼 ば れ た 計 画 で1959 年 か ら66 年 に か け て 行 わ れ ，

大 学 や 諸 研 究 樅 関 が 参 加 し 大 き な 成 果 を 収 め た 。

日 本 海 溝 の 研 究 は1977 年 に 行 わ れ たIPOD 【Inter-

ｎａtｉｏｎａ】Phase  of  Ocean　Drilling : 国 際 深 海 掘

削 計 画 ） の 前 後 で 飛 躍 的 に 進 ん だ 。1977 年 に ア メ

リ カ の 深 海 掘 削 船 「 ク ロ ー マ ー チ ャ レ ン ジ ャ ー 号 」

が 日 本 海 溝 に 初 め て 訪 れ ，陸 側 斜 面 と 海 側 斜 面 の

一 逎 の 掘 削 を 行 い 日 本 海 溝 域 の 白 亜 紀 以 降 の 地 史

の 概 略 が 明 ら か に な っ た 。「 ク ロ ー マ ー チ ャ レ ン

ジ ャ ー 号 」 は198X 年 に 南 海 ト ラ フ の 掘 削 の 後 再 び

日 本 梅 溝 を 訪 れ 主 と し て 海 溝 のMiddle SIope を 掘

削 し た 。1984 年 か ら85 年 に か け て は 日 仏 海 溝 計 画

か 行 わ れ た 。84 年 に は フ ラ ン ス の 調 査 船 「 シ ャ ン

シ ャ ル コ ー 」 に よ っ て 潜 航 の た め の 事 前 調 査 か 行

わ れ 日 本 海 溝 の シ 一 ビ ー ム マ ッ プ が 初 め て 出 版 さ

２

れた。この地図をもとにして85 年には第一鹿島海

山や襟裳海山を含む日本海溝の潛前挧査が，フ ラ

ンスの潜水調査船「ノチール」によって行われた。

海洋科学技術センターは1991年より本枯的な深

海潜水調査船「しんかい6500」を用いて海溝域の

潜翦!Ｓ査を開始した。東北EI本を東西方向に横断

する一連の横断潜航が1991年より詞始され，海溝

域と背頸域での大きな地球科字的性質の違いが明

らかにされてきた。現在までに日本海溝陸側斜面

では第63. 64, 126, 127, 128, 129 の６潜航が。淘

側斜面では第65，66,67 ，130，131，132,133，134

の８潜航が行われた。小論では1991年から92年に

かけて行われた一連の日本海溝における潜航調査

結果についてまとめ，陸側と梅側の諸性質の違 い

について考察した。図１には東北日本の日本海溝

城の地形と潜航地点を，また表Ｉには日本海溝域

の潜航者などを示した。

２　日本海溝の地形

日本海溝の地形については海上保安庁水路部が

粕力 的に調査を行い，岩渕（1968 ）や佐藤（1973）
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図１　 三睦M･ 日本海溝の海底地形図（Ｋｃｂａyａｓhi，199n と潜 航|和議

丿凧丸は潜航地点。屎三角は国際深海掘削計画の掘削孔の位置を示す。

Pig.  1  Topographic map of t ｈｅ Ｊａｐａｎ ？rench off S&nriku （Alle ｒ Kobayashi Ed..

jg91 ）ａｎｄ location of dive sites. Solid tｒiangleｓ show ﾋhe localion ol lhe

Site of lnlernalional Pha ｓｅ ｏ１ Ocean Drilling.

Pｒｏｃ. JAMSTEC Symp. Deep See R･s ， C1993）



表１　 日本梅溝の潜航者のリスト

Table l　List of the ob ｓervers of tｈｅ Ｊａｐａｎ Trench dives.

な ど の 研 究 の ま と め に よｰ ，て 詳 細ｶ 珥月ら か に な っ

て き た 。 吉 井 （1978 ） は ，東 北 日 本 鳥 弧 一 海 溝 系

に 直 行 す る 方『匈 で 従 来 観 測 さ れ て き た 諸 デ ー タ を

ま と め た 。 海 上 保 安 庁 水 路 部 は Ｐ ＤＲ （ Ｐｒｅｃｉｓｅ

Depth Ｒｅｃｏｒdeｒ） を 用 い て 観 測 さ れ た 従 来 の 音

響 測 深 の デ ー タ を 集 積 し ，100 万 分 の １ 海 底 地 形

図 「 東 北 日 本 」 を 作 製 し た 。 こ の 地 形 図 を も と に

藤 岡 （1985 ） は 日 本 梅 溌 脯 の 海 底 地 形 の 特 徴 を ま

と め た 。 東 北 日 本 島 弧 一 海 溝 系 の 地 形 構 造 要 素

｛ ｍｃrp ｝Iotectcaic elements ） は 多 く の 人 々 の 認

め る よ う に ，弧 に 沿 っ て 南 北 方 向 に 明 瞭I ご 追 跡 で

き ， そ れ ら は 以 下 に 示 す よ う に 東 か ら 西 へ12 に 区

分 で き る 。 し か し ，後 に 述 べ る よ う に そ れ は ほ ぽ

北 緯38 度 を 墺 と し て 必 ず し も 南 へ は 絖 か な い 。

I ） 海 溝 海 側 斜 面 の 海 溝 岡 縁 隆 起 帯 （mafginal

ｓｗell ），2 ） 正 断 層 群 に よ っ て 形 成 さ れ た 地 塁 ・

地 溝 群 （hor ｓtｓ ＆g ｒａｎｂｅｎs ），3 ） 海 溝 軸 部

(trench axial part ），4 ） 海 海 陸 側 斜 面 【inner

trench ｓ】ope ），5 ） 深 海 階 段 （bench ），6 ） 鰥 海 平

坦 面 （deep sea ter ｒac, ），7 ） 大 陸 棚 （ｃｏｎtinen･

talshelf ），8 ） 非 火 山 性 外 弧 （ｎｏｎ-ｖｏｌｃａｌｉｃｃｕter

ａrc ），9 ） 弧 問 盆 地 （inl ｒａ･arc dep ｒｅｓsi。口），10 ）

火 山 恠 内 弧(volcanic inner ａrc ），11 ） 山 間 盆 地

(intra-arc ｂａｓjn ），12 ） 縁 洵 （ ｍ・ｒgilal ｓ・ａ）

こ れ ら の 地 形 構 造 要 素 の 分 布 及 び 他 の 地 球 物 理

学 的 ・ 地 質 学 的 諸 性 質 の 分 布 は ， プ レ ー ト の 生 産

さ れ つ つ あ る 中 央 海 観 で は 対 称 的 で あ る の に 対 し

て ， 東 北 日 本 島 弧 一 海 溝 系 で は 著 し い 非 対 称 分 布

を示すことが知られてい る。 上記 の地形構造要素

の各々につ いて詳 しく見ていく。

1）は太平洋プレ ート が日本 海溝 に もぐり 込む

ときに生 じるプ レートの曲 がりに よって形成され

ると考え られてお り，Ｆ 澁場 の卓越する沈み 込み

帯に顕著である（Ｋａｎａｍｏrj，197 盻 上田 ・金森，

1978 ； IJyeda, j982 ）。2 ） も1 ） と同 様 のメ カニ

ズムでで きる正断層 群で1933 年の三 陸沖地震の震

源は，ほぽ39 度30 分のところに起こっている（Ｋａ-

ｎａｍｃri，1971 ）。3 ）につ いて は後 に霈 しく述 べ

る。4 ）については，日本 海溝 を横 断す る音 被探

査断面に よく認 め られる。多 重式 音波 探査 断面

ＯＲ卜 ３には，陸側へのび る強い反射面 が認 めら

れ，ここから白亜紀の化石を含むチ ャート や ホル

ンフJ･ ル スかドレッジによ って 発 見さ れた （Ｔａ-

kigamj and Fujioka, 1989) 。5 ） 深海 階段 は図

２によく認 められる。 階段 の存在す る深さは様々

である（岩淵，1968 ）。 こ れは，そ れよ り陸 側 の

堆積物を堰止める役割をして い る。ＩＰＯＤ第57 節

の地点φ10では。第四 紀の 泥質 ター ビダイト を主

とする堆接物 が300mg 上 もト ラップされてい る。

階段 自身は，最近 ２～ ３Ｍａに 上昇 をは じめ たと

考え られて いる（諸岡 ほか. 1983 ； 新 妻，1985 ）。

6）は岩 淵（1968 ）が指 摘 して い るよ うに，日 本

海溝域では，北ほ どその輻 が広 く，かつ 様々 な水

深 のところに分布して いる。 しかし，深海平 坦面

の広 さは北緯38 度を境にして その南 側では急に狭

くなり，その発達 も極めて悪くな る。 深海平坦 面
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は，佐麒（1973 ）の指摘 しているように厚 い堆積

墸であり。海底 谷の多 くはこ こで 終わ ってい る。

7）の大陸棚は，海底 地形図 を 見て も明 ら かな よ

うに八戸沖で は幅広く，南 にいく とその発達は悪

くな る。8 ）は北上山地 と阿武 隈山地 でここに は

古生層以降 の古期岩 塁が分布 しており，全 体とし

て正 の重力異常を示す（Ｔｏｍｏｄａ，19?3 ）。9 ） は

北上河谷域で，上記の正 の重力異常 は盛岡 一白河

繚を壇に大 きく変化する。地形的に もここは低 く

な って おり。北 上川はこ の線に沿 って南へ と流 れ

てい る。阿言腮 山地 とその西にある火山 フロ ント

との問 には顕著な弧 間盆地は認 めら れない。10 ）

は火山 フロ ントで，東北日本弧で は北は恐山 か ら

南は男体山まで，ソレアイト系とカルクア ルカ リ

岩系の安山岩 や玄武岩 からな る火山フロ ントの西

にあ る会津盆地や横手盆地などで，その西 側は鳥

海火山 によ って画されている。 盆地群は互いに孤

立し た凹地 として分布 している。12 ）の緑海は日

本海であ る。lsｅｚaki（1975 ） は２つ の砿大 軸を

考え たし，鳥居ほ か（1985 ） は約15Ma に拡 大を

開始 したと考えてい る。

藤岡 （1985 ）は東北日本品弧 一梅溝系？ 地形槁

造要素 の配列が，島 弧に沿 って眺 めてみると必ず

しも南北へつ ながるとは限らないことを提唱した。

これ らはほぼ 仙台付近でつな がらなくなる。一方，

日本海溝軸の一般走向 も，北緯38 度を境に して以

北で はNS か らｇ 南のN20 °～30 °Ｅへ と変化 するこ

の角度 はおよそ150 °であ る。 このように海 陸に共

通 して地形上東北日本鳥弧 一海溝系は北部と南部

とに区 分で きる（東北日本鳥弧 一海溝 系北部，及

び同南部）。

海底 の地形の特徴として大 切な点は，海 溝軸 の

一峻走网の変化のほ かに。海底谷がある。 日本 海

溝に沿 う睦側の海域では，日本列島 周辺の他 の海

域に比 べて海底谷の発達が著 しく悪い。 このこ と

は例えば，海上保安庁水 路部 （1982 ）100 万分 の

１「中 部日本」と「東北日本 」とを比較してみれ

ば明 らかであ る。 前 者の地形図 の中 には ，片貝 ，

勝浦，鴨川，新島，三宅，御蔵，南 御蔵，石廊 ，銕

州。天竜な ど教多 くの海底 谷が認められ るのに 対

し，後者で は，常磐沖に名のない海底 谷が認 めら

れる以 外には海底 谷らしい海底谷 はない （藤岡，

19e5 ）。
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もう１つ の地形上の特徴は，日本海溝に沿 った

陸側の海域4こは，「東北日本 」 の海底地 形図 で見

るかぎり，水 深緑ぽ2,000 皿あたりに大 きく陸側

に凸 の地形 があり，そ れの水深 の深 い側の4,000

～5,000 ｕ1あ たりのところに 今度 は逆に 海側 に凸

な複雑な地形 の張出 しが対になって存在すること

である。こ れらの縉になった複雑な地形は，一種

の大崩壊地形（圸すぺりまたは スランプ ）で ある

と考えられる。 このような地形 がはっきり と残 っ

ていることは，大崩壊は比較的 新しい時代に起こっ

たものと推測 される（藤岡，1985 ）。

藤岡（1985 ）は日仏共同梅溝調査の函館 一東京

間 の移動時に梅碑軸に沿･つて行 われたＳｅａ Ｂｅａｉｌ

による地形調査の結果から，断層によりて淘 溝軸

そ のものがくい迫・ て いる（ｆｉｎｇｅrｉｎｇ）可 能性

を示した。南海トラフに沿った海祷軸部では，堆

積物の表面の水深は，東から西へと系統的 に 深く

な るが, 基盤の構造は四国 海盆の拡大に伴 った凸

凹 した地形 を示 してい る（加賀 美ほか，1 慥3 ）。

日本海溝の軸部での堆秋速度が南 海ト ラフの軸部

で のそれに比 べて遅い ために海溝軸の凸凹 が，日

本海溝ではまだ埋積 されずに残 っていると考える

こ とがで きる。日本海溝域の陸側の堆碕物 は後に

述 べるよう に深 海階 段 に堰 止 めら れ るforearc

basin にト ラップ されてい る（Ｖｏｎ Huene et al..

1980 ； 藤岡 ほか，1qS3 ）。 Ｎａｋａｎｉｓhi（1992 ）は

日本列鳥沖 の地磁気の縞状 異常 のま とめを行い，

ト ランスフｊ －ム断層 が沈み込 みに伴 って再活動

したことを述べている。琉球海溝ではＫａtｏ（1991 ）

は同 様の現象を記載 している。日本海溝に見られ

るこれらの観察事実から職岡 （1985 ）は日本海溝

の陸側斜面に沿って巨大な斜 面崩壊が起こってい

る可能性を指摘している。

３　三陸j●日本海溝の腔側斜面

東北日本宮古沖北緯呶)度付近の日本海溝陸側斜

面では水深6,00{ト ー6,500mの範囲の潜水調査が行

われてきた。この番撕1の三陸沖日本海濾の陸朏斜

面は畏さ約160kl，落差約500m の｢ 三陸梅底巌｣

が南北に連統する。海底崖の斜面は断層理動によっ

て著しく変形し泥岩は破壊され，ときに斜面崩壊

を起こし土石渣となって斜面を下っている。第63

潜航では，東西の方向に分布したナギナタシロウ

５
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リガイ群集が6,366m より浅い とこ ろで発見さ れ

た。こ れは現在知 られてい るシロウリガイ群集 と

しては世界で最 も深い ものである。群集 は急斜面

に直交するガ レに沿-つて いくつ も分 布しており，

その規橈は最大で長さｌｍ程度のものである。群

集組成 はナギナタシロウリガイ，ナマコ， ワレカ

ラ，イソギ ンチャク，エピ，ガニ，ソコダラなど

からな る。 ナギナタシロウリガイの大 きさは日仏

ＫＡＩＫＯ計画で1985 年にJ.Ｐ.Cadet が水深5,960  m

で発見 したものより小さく，殼長が12ca 程の ナギ

ナタシロ ウリガイで ある。 第64 潜航で は6,500m

の平坦面で無菌採泥器及びスコップによる採泥と，

その付近 の生物の観察を行 った。平坦面は水深6 ，

000m あ たりからもたらされた土石 流堆 積物 の表

面にあたり。ナマ コなど多 くの生物が認 められ た

が，ナギ ナタ シロク リガイの群柴 は発 見されな

か･。た。

第126; 127. 128.  129 潜航 では，採泥器によ る

表盾堆積物の採集とグラバーによる露頭の岩石 や

転石の採集を行 ，た。表層堆秋物は，珪藻を多 く

含むいわゆるdiat・ｍ ｏｏｚeである場 合が多 く，加

えて海綿骨針｡ 放散虫，粘土 鉱物等を主 に含 んで

いる。角閃石や火山ガラスを含むこともあ る。 露

頭の岩石は粘土岩(clay ｓtｏ口ｅ）や シルト岩（ｓilt

ｓtｃｎｅ）がぽとんどで ，珪 澡 や海綿 骨針等 の生物

化石，斜長石 や霊母類および火山 ガラ ス等 の砕屑

物を含んでいる。 ‥

1992 年７月に行われた一連 の潜航で は腔儁』斜面

と海側斜面の地球科学的な情報がさらに増加した。

それらを要約す ると以 下のよ うにな る。

斜面の傾斜変換点には ナギナタシロ ウリガイ の

大群茹 か分布して いる。 群集 は主 に水深6.350  m

付近の土石流堆積物上に南北 に伸ぴて棲息 してお

り，群集の方向 は斜面 の最大 傾斜 に平 行な270 ～

300 °とそ れに 直交す る30 °のものが認 めら れ た。

今回の潜航（第128 ，129 ）で15 以上 の群集 の存在

が確認され た。群集 の組成はナギナタシロウリガ

イ，ワレカラ。巻き貝，イ ソギ ンチ ャク， ナ７ １ ，

エ ピ，ゴカイ，アイ ソポーダ等であ り ソコダラが

シロウリガイを捕食す る瞬間 もビデオにとらえら

れ た。群集内 の温度は周辺の海水 の温度 より有意

|ご0,0281℃高く，堆積物は黒く有機物に富 む。 生

図２　爾63 及 び第IZ8 濶鷸 の航恥とマルチナｏ－ビームによる梅底地形

Fig.  2 S}lip' ｓ tracks of the dive 63 and 128 and lhe topography b ｙ Ｍｕlli-Ｎａｌ'｢丶舮ｏＢｅａｍ.

Proc JAMSTEC Symp. De ●p S●ａ Ｒ●ｓ， （1993 ）



物群集の棲息条件は，1）地下から水を通しやす

い断層の存在，2）海底に湧きだした水を逃がさ

ない堆積物の存在，であると考えられる。

従来日本海溝陸側斜面で行われた潜航の結果を

以下にまとめる。これらは船上での記載であり。

図 ２には陸側斜面の第63と匐Iz8潜航の航跡と地

形を示した。

第63潜航

第63潜航に関してはすでに藤岡 ・村山（1992 ）

に記載されているのでここでは省略する。ただし，

この潜航で世界で最も原い海底からナギナタシロ

ウりガイのコロニーが発見されたことを付記する。

第64潜航

第64潜航は第63潜航のさらに水深の大きいとこ

ろで行われた。ここは土石流堆積物の表面に当た

る。ナギナタシロウリガイの群集は発見されなかっ

た。このことはナギナタシロウリガイの生息の下

限 か6,366m であるか生息していたのが巨大な土

石流によって埋まってしまったか２つの可能性が

ある。

£1126潜航

日本海満鱠側斜面の下部より＝陸海皀崖を登り

以下のことが明らかになった。二陸海辰岸は著し

い断層運動の結果角礫化して，地震などの地殼変

動のたびに斜面崩埴を起こし，より深部へと土石

流堆積物を運搬した。急崖には堆積物の被膜はほ

とんどなく，小断層により地層は著しく分断され

ている。鍵になる白色の火山灰屬からｉ 層の走向

や変位がある程度醗める。腱層の火山灰は層理面

を切-つており。一種の砕屑岩脈であり地下に高水

圧屑のあったことを示唆する。断層面に添ってバ

クテリアマットか観察されたがこのことは地下よ

り水の湧きだしを示唆するものであろう。海溝下

部斜面のこのような現象は，海洋プレート の沈み

込みに伴う睦IIIのプ レートとの力学墺界でのテク

トニクスの現れであると見ることがきでる。地辷

りや斜・ 崩璃は少なくとも鮮新世より続いており，

日本海溝の睦側斜面は，鮮新世以来太平洋プ レー

トの沈み込みによりプレート境界での変形を受け，

注入。角磯化，斜面崩壊そして土石渣の発生を，

続けていたことが結論される。

潜航丿皀ａ の大地形については東大海洋研のシー

ピー厶マップを，小地形については海洋科学技術

Proc. JAMSTEC Synnp. Deep Sea Res. （1993）

センターのマ ルチナローピームによる地形図 を示

す（図 １，図2 ）。6,500m から小 さな ステップ を

挟んだ601 以上 の忿崖 があ り，地形的に は小規 模

な馬の背のような形態を呈する。斜面は堆積物の

被膜 がほとんどなく， もとの地 形が残 って いる。

斷盾迎動による変形・破砕の結果生 じた土石流は

小さなガレを形成しており，櫑は１～ ２ｍ程度で

あるが。落差が14～15m ある谷を作-ｺ ている。 １

つ １つの兔崖 はおよそSOm 程 の落差 があり。そ の

麓 の傾斜がやや緩くな って いる。三陸海底崖は約

500m の比高を持つ がそ の平 坦面 は水 深 およ そ

6,000m のところにある。 平坦面 の麟斜は10 °以 下

で厚い土石流離積物が表面を埋積 している。

全体に堆積物 の被膜に乏しい全面露頭であ る。

著 しく変形・破砕された泥岩は層理面は残 って い

るが，小断層によ ってずたずたに切られ平 行四 辺

形を呈している。白い凝 灰岩 の層 が見ら れる が，

すべてずたず たに切られており，これから断層 の

方位 と前後関係が求められる。凝灰岩は層理面を

切っており砕屑岩脈と考え られ。泥岩 との境界 は

不規則で後の断層に切られている。 靦灰岩の厚 さ

は60c・程度の厚いところと５．以下 の極めて薄い

所 とあって断層による博化 も考え られる。著 しく

変形を受け破砕 された泥岩 は崩れて斜面を下･つて

い ったと考え られる。新しい堆積物 の被膜はほと

んどなく，露岩の破砕や変形 は極めて新 しい時代

に形成され たと恩われる。

急崖の斜面に は小さなイソギ ンチ ャクが付着 し

てい た。群れをなさず単体で産出 した。岩石の隙

間にはバクテ リアマットか見られた。 これは地下

からの水のしみだしによると考え られる。急崖に

はソコダラが単 体で出現 した。赤いエピやヒトデ

が単体で斜面の移動中に観察された。

6,090m の平坦 面は土石流 の頂部 に当 たり斜 面

はな くなり地形 は平坦になる。ここには様々な生

物 が見られ た。 ゴカイ，白いエピの倬間（苟脚 類:

lsｏｐｏｄａ）ナマ コ（千手ナマ コ）等 か主 として 単

体で 見られ たが生物の棲 息密度は斜面に比べて迦

かに高い。

こ れから同 じ埔所を何回 も潜航す ることを考え

ると，目印になるマ ーカーを設置し，そのマーカー

に は様々な ものを取付けて９ 年変化を観察するの

も一興であると考える。 例えば. CCD 以 下の水 深

７



で炭澱螳の殼を持つ 貝や有孔虫などを一定の期間

海底に置いてお き，回収 してその溶解の程度を水

温の変化やその他 の物理計測 と突き合 わせるのは

今後の課題であろう。すなわち，マーカ ーを １つ

の長期 ステージ・ ンと考えて 海底を実験室のよう

に使用す ることはどうか というわけである。テ ー

マとしては金属 の腐食，ビニ ール等の分解 かあ る

のかそ れには特殊なバクテ リアがいるのか，付着

生物がど のようにっ くのかなどがあ る。

第127 潜航

三陸沖日本海海陸側斜面を特徼づける三陸海底

塵を横断するルートで潜航調 査を行 った。

1）海底崖前面平坦・ は, 0.4-～【】｡5ノットの強い底

流のため礫質。岩石の露頭 は見られない。 ゴカイ

か無数に棲息し，等脚類 やナマ コも多数分 布 して

いる。 ウミシダの類 も見られるがほ とんど水流に

よりて横倒しにな っている。

2）海底雀麓 の丘陵（扇状地） も中上 部は上記平

坦面と酷似する。一方, 扇端部分はやや傾 斜が大

きく，破砕を受 けた半固結の礫層からなる新鮮な

霓冪1が見 られ，この礫凅堆積後に顕 著にな ，た断

層活動により段丘化したこ とを示す。こ の磯層は

ときに成層構造 が認められ, 堆積面は内部 より固

總が進 み，表面が二酸化マ ンガ ンの被膜により暗

褐色を呈 してい る。

3）三陸海底雌tプロパ ーは，強 く破砕 され た泥質

角礫岩 （カタクラサイト）と斜面堆積物からなる。

この崖面 は。丘陵面と同様にやや固 結しマ ンガ ン

コート されており礫層堆積時にはすでに形成され

てい たと考えられる。

4）丘陵面 から僥歯への傾斜変 換線で は新 しい崩

積物を欠く。ここで泥質岩 の破砕部に棲息する ナ

ギナタシロウリガイが発見された。断層破砕帯 が

冷湧水帯 とな っている直接的な証拠 と見られる。

三陸沖日本海海陸側斜面を特徹づける長大な急

崖は，梅溝軸から約35kl 陸側にあり，海溝で発生

するマ グェチ，－ド（Ｍ）８クラ スの巨大地震 の

脚の永久変位が累積して 形成 された もので あり ，

今回 の事前調査 と潜航祠査により海底地形が精密

に解明 されたため三陸淮底廊 の名称を水路部に申

誚することにな っている。

こ の海・ 崖にそって巨大な地贋り地形が見られ，

釐に は崩落物かつくる扇状地力噸 合して丘陵となっ

Ｓ

ている。丘陵は縦に切ったかまぼこ型でもっとも

海溝側にある第１平坦面に近づくほど傴斜が大さ

く，破砕を受けた半固結の新鮮な礫層が露出して

いる。平坦面は海溝軸からの沈み込みのため陸側

に逆傾斜し，釉側で膨らみかある。着底点付近は

水深6,360m で ほとんど平坦な堆積面で あるが，

丘陵鄒との問に水深3,670～3,槌am の船底形の凹

地がある。

三陸海底崖プロパ ーは。角礫岩様の塊状泥質岩

と半眼結の斜面壇癨物が露出する。この急崖は平

均傾斜40°,比高は約250m である。所々に崩埴に

よるガレが見られ, 谷部では崖錐が薄く祀質岩を

覆っている。6,140皿以浅は再び6.360 mと同様 の

平坦面となるが海側にやや頤斜している( 第 ２平

坦地)。

なお，調査海域では海底崖は海溝軸から約？㎞

の位■にある。この海域では近年，1?93年M8.4 ，

1896年M8.5 など，津液地震や“スローな地震' か

約100年間隔で発生している。 また近傍の海溝海

側でもIGｕ年M8.1.1933 年M8.1 など海溝斜面直

下1()～40㎞の深さで正断屬型巨大地震 が約300 年

おきに発生する。海側の地震の際にも陸側にＭ７

クラスの地震ｶりQ数個誘発され, 三陸海底崖はこ

うした余震域の前緑となっている。折しも，潜航

から５日後の７月18日午後５時37分三陸沖でマグ

ェチュード7.0のごく浅い地震が発生した。 深海

研究部堀田部長を適じて東北大地震観測セｙター

ヘ問い合わせた結果, 震源域位置は調査地域の南

西端, 海蠹斜面上部であった。

着底点周辺は平坦地で底質は泥であるが海底面

白体は水流によって洗いださ れた礫砂漠である。

所々に水流によるフルートカーストが見られる。

平坦圸に面した丘陵先端付近では丘陵を構成する

礫層が露出している。この蒲届は第１平坦地を構

成する礫層であり破砕も受けている。丘陵面は堆

積後に顕著になった断層活動により齢F冫化してお

り，もっとも新しい活断届( すなわち海底地震断

層) の存在する可能性かある。崖髪li鯱の複合扇

状地も中央部と扇頂は上記平坦面と酷似する。一

方, 堀端部分はやや傾斜が大きく，破砕を受 けた

半固結の礫屬からなる新鮮な露頭が見られ，礫層

堆積後に顕著になった断層活動による段丘化を示

暖する。この礫届はときに成層構造 か認められ，

Proc. JAMSTEC  Symp.  Deep  Sea Res. (1993)



堆積ｉ は内部より固結が進み，表面が二酸化マン

ガンの被膜により暗褐色を呈している。固結と被

膜は，強い底流の存在とも関係するが，一定の長

期間海底に露出している無堆禎状態であることが

必要である。

三陸海底斟プロパーは。強く破砕された角礫岩

様の泥質岩カタクラサイトとこれを覆う斜面堆積

物からなる。崖の衷面は，丘陵と同様にやや圃結

し，マンガンコートされている。したがって，こ

の崖面は上記礫届堆積時|ごはすでに形成されてい

たと考えられる。泥質岩は塊状無岡理な岩相を主

体とするが一部には梅底崖上部では比較的破砕度

が低く，陸側に傾く層理と斜面に平行な節理も認

められた。逆断層に由来する剪断割れ目か密に発

趣する。剪断作用による角礫化は採取した岩石サ

ンプルで も明瞭に認められる。

丘陵面から急崖に移行する傾斜変換線では新し

い崩稿物や堆積層はほとんど認められない。それ

にもかかわらず, 泥賀岩の破砕部に棲息している

ナギナタシロウリガイが発見された。これは断層

破砕帯が冷湧水帯となっている直接的な証拠と見

られ, 三陸海底塵の急崖を形成した主断層に汾っ

て延々と ナギナタシロウリガイのコロニーが点在

する可能性を示している。

第127潜航調査地点は，三陸海底崖沿いでもっ

とも崩積物の少ない部位であることから選定され

た。0.5ノットに達する北からの強い底流により。

体を固定しエネルギーや栄養源を貯溜する泥がほ

とんど流されてしまうという決定的lご不利な条件

にもかかわらず，丘陵面から急崖に移行する傾斜

変換線ではナギナタシロウリガイが泥質岩の破砕

都に棲息していた。この部位では貧弱ながらもバ

クテリアマットが視認された。

ナギナタシロウリガイの分布は急崖では全く，

また丘陵ではほとんど詔められない。これは断層

破砕帯か冷湧水帯となっている直接的な証拠と見

られ, 三陸海底崖の急崖を形成した断届に沿って

延々とナギナタシロウリガイのコロニーに関連す

る生物群落が点在する可能哇を示している。

潜航調査ルート前半の平坦面および崖前面の丘

陵郤では，ゴカイ類が無数に棲息し，等膓類やナ

マコ類も多数分布している。 ウミシダの類なども

みられるか細長い形態のものはほとんど水流によっ
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て横倒しになりている。平坦面に面した丘陵先端

付近で丘陵を櫺成する礫層が露出しているが，視

綛できる底篌生物はわずかである。丘陵面上部に

もわずか１個体ながら生 きたナギナタシロウリガ

イが視諺された。

貔底点（水深6,360m の平坦面）で温度計測を

実施した。リファレンスとしての水温は1.735℃，

地中深さ30a･ の温度は1.749℃，測定誤差範囲は

ともに±0:002であった。三陸海底崖から約500m

離れた地点での測定であり，急崖直下の腫蛆に棲

息するナギナタシロウリガイ群集付近での温度計

測にとっても重要なリフｙ一点となった。ただ残

念なことに，斜面や急丿黼での温疳ｉt測は，地形の

傾斜と強い流れのため潜水船の固定が至難であっ

たため断念せざるをえなかった。三陸海底崖上部

の急塵において，電動グラパにより断層破砕を強

くうけた泥質岩を採取した。この深度の深海底で

露頭の観察とともに断層破砕物質がln･situに採取

されたのは，恐らく今回が世界最初である。

第128潜航

1992年第63潜航で世界最深のナギナタシロウリ

ガイの群集が日本海溝の陸側の斜面から発見され

たが，1993年はその南の地域を潜航し大規模な ナ

ギナタシロウリガイの群築を発見した。三陸海底

崖の下の傾斜変換点に沿って少なくとも10の鮭羞

が発見された。群集は最大3  m  x 0.8 mの規模で

個体数も多いものでは300を超えていたが小さい

ものは30・ ×20㎝位で個体数も３が最小であった。

群集は土石流堆積物の上にあり斜面の最大傾斜に

平行な270～300°とそれに直交する30°のものが認

められた。群集内の温度は周辺の胸水の温度より

優位に0.03℃高かった。堆積物は黒く有機物に富

む。 ナギナタシロウリガイの群集の中にはナギナ

タシロウリガイのほかに，ワレカラ，巻き貝，イ

ソギンチャク，ナマコ。エピ，ゴカイ。イソ ポー

ダ等の生物が観察された。イソギンチャク，ワレ

カラはほとんど ナギナタシロウリガイに共生して

いるように見える。また，ソコダラがナギナタシ

ロウリガイを捕食する瞬間も観察された。この潜

航中の３つのサイトから38個体のナギナタシロウ

リガイが採集され，生物学的な検討や，微生物，

殼の年代，殼と肉のイオウや炭繁の同位体の研究

が行われる予定である。

９



三陸沖には160 ㎞以上 の長さに わたって南北 に

伸びる三陸海霰癨 がある。三 陸海底 崖は比 高500

m に達する大摸造である。急崖はしかし。比較的

綴い傾斜 の斜面と急傾斜の斜面 との複合体によっ

て形成 されている。斜面全体が土石流堆積物に覆

われていて底には0.3kt の旋 れがあっ た。 斜面 に

は土石流 の引 きずった条痕や流れによって出来た

線構造が見られ た。斜面に沿 って等深線をたどっ

ていくと小さなガレが見られた。 ガレは落差SOco

程度で土石洫堆積物 からなり谷の周辺には巨礫が

点在していた。ガレの方向はほぽ斜面の最大傾斜

の方向270 °を示していた。 ガ レは最近 土石流 が

下がっていったと戀われる新鮮な地形をしていた。

マルチ ナローピームの地形図を見ると一見叶算

機のパ グかと思われる小さなコ ンターの揺 らぎが

認められたか，海底の潜水船 から観察した微地形

の様子から判断して，地形図 は正しいと恩われる。

斜面 の頤斜の変換点 は特に ナギナタシロウリガ

イの群集が密集していることから，ここ が断層 の

線の上にあたり水が地下からよく沸きだしている

可能性を暗示している。 このような観点から将来

この群築にＬＢＬを使-・たピ ンポイント潜航調査及

びDeep T ・ｗを使った詳細なマッピ ングが必要で

ある。 シロウリガイの群築はすぺて 直線状 の分布

をしてお り，線 の方向は270 ～300 °と20～30 °に集

中している。 また群萇 の伸 びは最大 ３ｍ程度 で，

地下にあ る断裂の長 さにほぽ対応 しているものと

思われる。 ２つの線方向 は直交 し共役断層であろ

う。太平洋プレート の東北日本への沈み込みの方

向はほぼ290 °で。共 役断層 の成因 はプ レート の

沈み込みに伴う最大圧縮応力の方向に一致している。

斜面には土石濆堆積物が卓越 してい る。 そ の

原岩は水深の浅いところに露出する泥岩であろう。

第126 潜航で見られたIn sitｕに泥岩 が変 形・破壊

して土石となったものもあ る。IPOD Site  441 や

431で は鮮新世や中新世の泥岩 が繰 り返 してい る

ことが報告 されており，潜腕地点が掘 削地点に近

いことから，この地域の土 石杭を俾う斜面崩壊 は

鮮新世の後期以来存在 したと考えるのか自然であ

る。 ナギナタシロウリガイ群集の地下の堆穡物 は

黒く有機物に富んでおり，特に硫化水素 が大量に

含まれて いると考え られる。

温度の測定が行われた。

10

周辺の海底の温度:1.739,  1.732, 1.734

差 し始めの温度:I.858 ，1.846

5 分後の温度:1.763 ，1.766，1.763，1.767，1.764

8 分後の温ぽ:1.762.L765.1.761 ，1､764

以 上の桔果から群集 の内部の温度は岡辺 の海水

より優位に0.03℃高いことが結論された。

第129 潜航

調査目的 であった，日本海溝, 深度:6,500m の環

境（低温，650 気圧）に適応 して いる と思わ れる

特異な微生物 を採集分離し，併せてそ の環境 の観

察を生物を中心にして行うことについて，ほ ぽ当

初の目的を迪した。 すなわち，

1）ナギナタシロ ウリガ イ群集 を発 見し，そ の一

部の個体を高圧菌分離 のために採集した。

2）そ の周辺の泥をメタ ン菌，高圧菌 の分離 及び

深海宸摺境 の数生物相 の調査 のために採集 した。

3）ナギナタシロウリガイ群 築 の直上 から深 海水

を徹生物相 の調査の ために採水 した。

4）ソコダラ，ワレカ ラ，ゴカイ，ナマ コ，アイ ソ

ポーダなど シロウリガイ群集を構成す る深海生物

群を観察 した。特にソコダラ，ワレカラにつ いて

は，長時間にわ たる観察を行えた。

日本海溝陸側斜面は前回まで の地形, 地質 調査

から次のようなことが明らかに されてい る。

1）海底 の地滑りにより，斜面 が階段 状に なって

いる。深 さ6,000m から6.300m にかけては斜 面は

急な勾配になっている。

2）6,300m で やや平坦になｰ｡ ていてここに土 石漉

堆積物がたまっている。

3）6,500m より深いとこ ろでは，ま たな だらかな

平坦面となっている。

着底後観察したナギナタ シロウリガイ群集周辺

の堆積物 は砂礫質であ･１た。 ナギナタ シロウリガ

イ群集内 から裸集 した泥は周辺 の堆積物 が茶褐 色

であったのに対して黒色であり，やや粘性があ ・ーた。

本海域 のナギナタシロウ リガイ群集 は長さ ３ｍ

幅50cl 程で，少なくと も300 ～ 呶〕0個体か らな る。

各個休は殼長が10cl 程度の細 長い形 を して い る。

殼は薄く一部には穴の開いているものが見られた。

ナマコ，イソ ギ ンチ 。ク，ワレ カラ等 の生物 が，

群 集中に多 く生息 して いた。 ワレカ ラの峻 察から，

これは ナギナタシロ ウリガイに 付着して いるとい

うよりはむしろ貝を取 り巻く堆積物に付着して い
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ると思われた。 ワレカラは，水流に添って ゆれて

いるようにも観察されたが，それに逆らって自発

的に動いている様子も映像に残されていた。シロ

ウリガイの採築の際，貝から吹 き出す血液にでも

群がるように数匹のソコダラが集まってきた。 50

cmからｌｍほどの大きさの魚で, 壊れたシロウリ

ガイの軟体部を捕食していた。また，これらの魚

は，エビ等の生物採築のために設置した採集容器

内に入っている魚の切り身にも群がっていた。ソ

コダラはグラバの作業中にも勳揺することなく周

囲を遊泳していた。接写綴影によウて観察された

魚肌はざらざらとしていた。目は機能しているよ

うではなかった。

図３にはシロウリガイの生ｇ深度の分布を第63

潜航の結果から示した。 シロウリガイの生息深度

は6,365mｲ寸近，6,270m 付近および6,180m 付近の

３箇所に集中している。図４は同様の深度分布を

第128潜航について示した。ここでは6,360m と

6,310m 付近に集中する。図 ５は1985年に行われ

た日仏海溝計画の潜航の結果から同様の図を作っ

てみた。これらの図から明らかなようにシロウリ

ガイの群集の生恩深度には集中性があることがわ

かる。

４　三陸冲日本海溝の海側斜面

日本海溝海側斜面には水深5,囗00埀から海溝の

釉まで海溝軸に平行な南北に約70k・伸びた地塁・

地溝が分布する。昨年の潜航では北緯39度20分付

近の地溝の東西両側を涵する急崖の調査が行われ，

この地満の１つの東斜面の中腹から斬鮮な海底の

裂け目か発見された。第65潜航では，地溝の急崖

の東側の斜面で，地溝の１つの急斜面ではなく，

6,Z40m 付近に発達するテラスによって ２分され

た階段状地形であり，平坦部の緑辺で変形 か顕著

であることを確認した。また，地溝底の斜面寄り，

斜面中央の水深6,210m 付近。傾斜のやや緩い

図 ３　 箔63 潜航 で見つか・ たナギナタシロウリガイの生息深度分布。縦軸は水深を示す。

Fig.3 Deplh distrib ｕｌｉｏｎｏＩＣａｌｙｐ匐ｇｏ ａｐＡａｓｅ。1がormis fc ｕrld during th ，di ｗ。63.  Vertical

Ａχis iｓ water depth.
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図４　 篳128 潜航 で見つかったナギナタシｇ ウりガイの生息深度分布。縦軸は水深を示す。

Fig.  4　Deplh distribution of ＣａｌＸｐｇＱｇａ ａｊ汕ａｓｏ砌ｏｒmis found during the dive 128.

Vertical ａχis is water deplh.

図 ５　 日仏海碑計画の潜航で見つかったナギナタシロウリガ イの生息深度分布

Fig.  5 Depth di 譌ｒibｕtｉｏｎ of Ｃ４１yｐsｏａ,tａ ｐ４４鴕況iyｏり711ｓ found d ｕｒing the di ・ｅｓ・f Fench-

Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｋａｉｋｏ Ｐroject.

Proe. JAMSTEC  Symp,  Deep Sea R・s. （1993）



6,1{10a付近で, 南北性の櫑10～15m ，落差３～４

ｍ程度 の裂目群が発見された。第66潜航は同じ地

溝の西側で行われ，ここで も南北性の落差 ２～８

ｍの裂目群が認められた。東側より堆積物の被覆

が著しく，古い断層連動であると考えられた。第

66潜航は前２潜航調査海域の約4ki 廟方の地溝xX)

東側斜面で行われ，３段の階段状地形が認められ，

中央には南北性を主とする幅３ｍ以下の極めて新

しい裂目群が数本認められた。地溝底は礫混じり

の堆積物に覆われていて平坦であるが，東斜面の

傾斜変換点には泥岩，砂岩，マンガンクラストの

屬序を持つ50a の露頭があり，表面の堆積物は薄

く霞生生物か多数いた。斜面は同じ岩相からなる

12段のステップにな・ーている。東斜面中腹にある

裂け目は雁行状に南北に60km銃くと考えられ，少

なくと もその１本は南北に125m 追跡でき，その

幅はlcl 程度から７～８ｍまで変化し，落差も４

～ ５ｍから０まで変わることがわかった。裂け目

の末端で幅ｌｃａ程廖の割れ目が続いていることは，

これが将来開口する可能性を示す。東西両側の壁

の岩相は地溝の底の露頭と全く同じである。裂け

目の底の堆苜物は増加しており崖の崩落も著しい。

これは裂け目が年々広がっていることを示唆する。

また裂け目の大きさか1933年の地震によって出来

たとするにはその規模か小さいこと，地震がなく

ても崩落が著しいことはこれが一種のリフトと考

えられる。すなわち太平洋プレートの引･つ張りに

よってプ レートの表面に出来たりフトで，プレー

トが沈み込むかぎり拡大する。

日本海溝海韶斜面の宮古海丘は地溝の東の端に

位置する底径10kl以下，比高40{}ｍ程の山であ る。

海丘の麓は平坦面で礫混じりの泥に観われ生物が

極めて多 い海底牧場であった。泥岩の露頭の上に

玄武岩の溶岩流，ピロープレッチ ヤ，スコリア層

等が重なっており海山は火山活動で出来た山であ

ることがわかった。山体は１～ ２ｍ程度の断層に

よって切られ小さなガレが形成され，玄武岩や泥

岩の巨礫を伴う土石流が山体をかけ下ったと考え

られる。頂上付近は厚い泥岩や現生の堆積物に覆

われて火山活動終了後長い時間が経遇したことを

示している。山体の玄武岩を切る小断覯がやがて

累積して第一鹿鳥海山を断 ち切る1,500m もの落

差のある断眉崖を形成するようになるのかは今後
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の検討が必要である。玄武岩は著しく変質してい

るが斜長石の組織は残･・ており年代測定ｶｒ可能で

ある。陸上の研貮で海山の形成の暘, 海1亅』の歴史。

現在の場でのチクトニックな変形についての詳し

い結果を出していく予定である。

1991年には海側斜面で３回の，92年には５回の

潜航が行われているがその結果をまとめると以下

のようになる。図６には一連の潜航 の航跡と地形

図を示した。

第65潜航（小川ほか｡1992)

地形は水深約6,j100mの比較的平坦な地溝底及

び急な斜面から成っている。その斜面は，途中の

水深約6,200m にある緩斜面によって２分されて

いて，地溝底に続く下斜面は約30 ℃で，上斜面の

約20°に比べて覩斜はきっくなっている。淮水船

は，水深約6,380m の地溝底に着底した。 海底は

灰褐色の細かな泥で観われており，その上に黒色

の小喋が点在していた。この地点で, 泥中温度の

測定, 採泥及び小磯の採取を行った。泥中温度は，

特に異常な値ではなか･つた。黒色の小礫は，採取

した結果マンガン被覆された軽石であることがわ

かった。斜面裾部に近づく4こっれ，この地溝の斜

面の走向と同様に南北方向に延ぴる「うね」状の

地形と。狭くて浅いが, 極めて明瞭な「溝」が観

察された。

地溝の斜面の裾部には, 疂i刀が鋭く割れた白色

の「角磯」が多数, 点在していた。この上に連な

る斜面は類似の「岩石」からできていて，それが

角礫の供給源であると思われたので，角礫の １つ

を試料として採取した。角轢は圃そうに見えたが，

マニピａレーダーでつかむと緑が崩れるような半

固結の堆積岩であった。

地溝底から纃く下斜面は，高さが約110m で途

中に３段ほどの緩斜面が認められた。急傾斜の部

分では，白色の岩石が, 割合に薄く剥離され,様々

な大きさに破壊された状態で斜面をつくっている

ように見えた。その大 きさは50cm 程度 から2 ～

3cl と，場所によって異なっていた。

水探6,240m くらいから，平均傾斜が約５°の中

間の綬斜面となり，海底は地溝底と同様に細かな

泥とな,つた。その緩斜面においても10cl程度の西

下がりの段差が見られたほか，平坦な海底面 の剖

れ目から，泥が絞り山されたような珍しい徼地形

j3
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図６　 海側斜面の潜航 の航跡と地形図。いくつかの瀲驥 で海底の同 じ地点を走 っている。

Fig.6 Ship's  tracks  of the  di・es ａＵ ｈ● seaward ｓ10pe arld t4)ｐｏｇraph ｙ.Se ●ｅｒal dives crossed at

the  same points.　　　　'

も観察された。 この緩斜面は約370m で終わり，

再び傾斜のきつい斜面となった。

その急傾斜の斜面は，最大傾斜方向に割れてズ

リ落ちかけているような３～４ｍくらいのブロッ

クで覆われていて，その上緑部は突然，３ｍ程の

南北方向の断層（西上がり，東落ち）で断ち切ら

れていた。水深は，約6,200m である。この半地

溝状の地形の幅は，潜水船の長さを参考にしてほ

ぽ15m に達するものと推定した。これは，極めて

顕著な地殻変助を示す地形である。これに続く急

斜面は，ｌｍ足らずではあるが鋭く断ち切られた

くい違い面を持つ段差が逗続していた。

この上斜面の平均傾斜は約20 °であるが，下斜

面と同様に３段ほどの緩斜面部が認められた。水

深約6,150m から浅い部分では，小規模な段差や

溝状の地形が観察された。

この水深約6,200m の緩斜面は，この海域の音

波探査で堆積届内の１つの不述続面に対応する深

Ｍ

さなので，潜航中これを墺にして地質の違いが観

察されるかどうか往意していたが, 顕著な違いは

認められなかった。

側面最下部の深度6,3?5m にて採集した試料 は

淡褐色の軟弱ではあるがやや固結した泥であり，

１方向に平行な多数の摂理が入っている。これは

毬藻，放戡虫，珪質鞭毛藻などの珪質生物 の遺骸

が多数含まれる, biogenic siliceous ｍｕdという

べき堆積勧であった。含まれる放散虫化石の同定

の結果，第四紀を示す新鮮なもののほか，やや破

敏ないし融解した，中新世から鮮新世のものまで

あることがわかった。この堆積物は第四紀の海底

において古い時代のものが流されて混入した もの

と考えられる。

第66潜航

地溝の底は，全体として西に傾斜している。 傾

斜仲間のテラスも同様の傾きを持つ。底部の西縁

には6,500m を20m ほど超え る部分 もある。 これ

Prｃｃ. JAMSTEC Symp. Deep Se 汨Res.（1993）



は白飃丸KH90-  1の地形図には現れていないが，

「よこすか」のＭＮＢＳ地形図には明瞭に描かれて

いる。

地溝の西諄鄒は，東側に比べると，一般に表層

を破う堆破物が厚く，崖の形成年代は東側よりも

やや（数百年ほど）古い可能性があ る。西側の崖

は。全比高約270m のうち，下の200m （観察時刻

11時27 分～13時38 分）にはほぼ南北方向に走る急

應が卓越し，ほぽ水平の層理面が見える露頭 もあ

る。急斜面は崩落が著しく，その脚郎に多数の角

礫が散乱している。ただし，薄く堆禎物に覆われ

ている亜角礫が多いので｡大部分の崖崩れヵ1起こ つー

たのは百年ほど萠，従って崖の形成はさらに古い

かもしれない。

崖を造った断層運動は，落差10m 程度の小さい

崖が幾重にも璽なっていることから見ても，１回

の正断層ではなく，何回にも纏り返して少しずっ

ずれたと考えられる。潜水船から観察された１つ

の崖の比高は。時刻13時24分～13時38分の間に目

視された約60m が最大なので, 地形図に現れてい

る落差300 皿の西側の嵐は，5 ～10 回の正断層運

動の緤り返しによウて形成された ものであろう。

しかし，西側では露頭の試料が手に入っておらず，

その年代かわからないので，断層活動の歴史につ

いては確定的なことはいえない。崖の最下部の露

頭にも海底基埀眉と思われる玄武岩らしき岩石は

全く紹められなかった。この事実が，太平洋 の海

底基盤上の堆積屬の厚さが300m を超えるためな

のか，崖の全落差がずれ迅動の繰り返しによって

生じたために，露頭として目視できるのか海底堆

積層の上部のわずかに過 ぎないのかは，この潜航

結果だけからは。判定できない。ただし，第65潜

航の項で述べたように，最下郎の露頭からの試料

に第四紀の化石が含まれることは，上記の後者の

解釈が正しいことを示すであろう。

西側の崖の上部数十ｍ（水深6,300m 以 浅，観

察時刻13時38 分以後）には，海溝軸の走向（南北）

と大きく斜交する礎か存在し，それに混じって東

側はやや緩い上がりで，西向 きに急傾斜を持つ，

段差２～ ３ｍの色裂（裂か）が多数見いだされた。

同様な色裂は東剛の崖上部にさらに明瞭に確認さ

れ，次の第67潜航の項で記載される。

第67潜航

Proc. JAMSTEC  Symp.  Deep Sea Res. (1993)

トラフ底:6.480m の深さでほぼ平坦であるが，

極めてわずかに西に傾く。底賀は泥である。底生

生物にはナマコ，ウミウシ，ウミユリなど が見 ら

れたが，睦側斜面に比べると数は少ない。それら

の多くは北を向いており，底層流が南北方向に流

れていることをうかがわせる。トラフは東側の斜

面に向かって，次第に少しずつ傾斜を増していき，

急斜面に近づくに従りて岩石のブロックが増えて

くる。その多くは斜面を構成する泥質岩とパミス

のブロックであると考えられ，後者はマンガン酸

化物によってコーテ･f ングされている。

斜面:6,443m から6,270m まで３つ のステップ

をはさみながらほぽ連続した斜面が続いており，

白色の岩石の韲茖が見られた。この斜面を下段と

する。この問の水平距離は約6501n であり，比高

は約173m であ つーた。その平均顏斜は約18 度であ

る。この斜面は詳しくみると３つのステップに分

かれ，最後の創面は比高が80m あまり，傾斜は37

度に達する。また，つぎに述べる亀裂のあ る平坦

面の上にある斜面を上段とする。

斜面のそれぞれのステップは数十clから数皿の

没差（小ステップ）の集合からなりたっていて，

それらはほぽ南北に伸びる白色の泥質岩の露岩か

らなっている。露岩中には南北の走向，急傾斜 の

多数の断 裂が見られる。 そのほかに，N30 °Ｅ，

N50 °Ｅ，Ｗ－Ｅ方向の断裂があるが，数は少ない。

それらには変位は認められない。明らかに断層と

考えられるものは見られなかったが，これらの段

差が正断層起源のの断層匐に由来するものである

ことは，確かのようである。それらの露岩には所々

にほぽ水平の層理面か見られる。段差の表面には

それをおおう堆積物はないか，あるいは非常に溽

い。斜面の所々に上方から滑って来たと思われる

白色のブロックか多数落ちている。そのあるもの

は泥質岩であるか，われわれがサン･ブリンクした

ものはマンガン酸化物に溽くコーティングされた

パミスプロックであった。

扁北方向 の亀裂：南北方向 の直線状のダラーペ

ンを見る。続いてN30 °Ｅ方向の直線状のグラーベ

ン状の亀裂（裂か）に遭遇。潜水船の進路をグラー

ベンに沿って南方へ変える。これとほぽ同じ深度

に巨大な数本の亀裂群を発見した。その方向は約

3｛｝度である。この亀裂群は一般に両佩に裂けたよ
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うに切り立った崖によって境をされており，その

高さは２～3  m, は１～４ｍである。所々に亀

裂が儷ll面で分岐し，壁面にブロックカf落下せずに

残っている場合，またそのようなプロフクが亀裂

の中に落ちている場合かある。亀裂の新・ は非常

に新鮮に見え，この亀裂の発生がきわめて最近で

あることを示している。亀裂の底には堆積物がた

まっている。その厚さは厚くないこともある。亀

裂の端の方は次第に浅くなり，グラーベン状とな

る。また。亀裂の途中で亀裂が二手に分岐してい

ることもある。

このような亀裂はこの深度でわれわれが見ただ

けで３本あり，それぞれ類似の状況を示す。 われ

われはほぼ北から附へ向かって，亀裂の方向にほ

ぽ平行に100m ほど進んだか，亀裂は３本雁行し

ているかのように見受けられた。しかし，そのす

べての亀裂の両端を見たわけではない。ここでは。

３本の亀裂を衫型に配列していると考えて描いて

いる。

この亀裂は下段と上段の問の平坦面に発達する

のであるが，上段をあがったところにも。グラー

ベン状の地形かある。おそらく，この斜面の緩傾

斜の部分にはliぽ南北の方向の亀裂が普通に発達

しているのであろう。

第130潜航

日本海溝海側斜面の地溝に潜航し，東側の斜面

を中腰まで登り割れ目の観察を行った。地構の底

は礫混じりの堆積物に覆われ平坦であるが，斜面

の傾斜の変換点には泥岩，砂岩。マンガンクラス

トからなる高さ50c idの露頭があり堆積勧の埋積は

薄く生物が多数いた。斜面は同じ岩相からなる12

殴のステフプになっている。裂け目は雁行状に南

北に60㎞続くと考えられ，少なくともその１本は

125 m追跡でき，帽は１ｃｌ程度から７～ ８ｍまで

変化し，落差も４～５ｍから０まで変わる。 両個I』

の壁の岩相は地溝の底の露頭と全く同じである。

裂け目の東壁は鋭利で崩落はないが，西麈は崩落

かひどい。1992年の同一地点と比較して裂け目底

の堆積物は増加し崖の崩落もひどい。これは裂け

目が年々広がっていることを示唆する。また裂け

目の末端で輻 】cl程度の割れ目が続いていること

はこれが将来開口する可能性を示す。裂け目の大

きさが1933年の地震によって出来たとするには小

妬

さいこ と，地震 がなくて も崩落がひどいこ とはこ

れが一種 のリフト と考えられる。

大地形の特徽として日本海満海側斜面には以 下

のような榿i告があ る。

1) 海溝軸に平行に分布する地塁・地溝群

水深5,000m から海溝 の軸に かけて 廟北 に伸 び

た地塁・地溝群 が分布す る。 １つ の地溝 は北 緯

39°48'から39゛10'にい たる長 さ約6{}k・，幅 が最 大

約10 ㎞ある。これはシービームやマ ルチナローピー

ムによ って読み取 ることがで きる。

2)1933 年の三陸 津波地震 の震画蚶

正断層型 の地震で プレートが断ち切 られた。 沈

み込むプ レートト剪 が裂け る地震は世界的に見て

も珍 しい。

3) 地溝群

何条かの幅５ｍ程席の大小様々の裂け目が南北

に分布す る。 これらのうちの幾つかは既に1992 年

第65 潜航 と第67 潜航で探査されている。 裂け目 は

新鮮である。

地溝の底 の急斜ｊ と平坦面 の境 界に着 底す る。

底 質は礫混じりの泥で平坦であ る。斜 面は露顛 で

出来ており顋斜は平均30 °くらいに見 える。 堆 讃

物 の彼晟はほとんど無い。 斜面 は30 ～･0 °のやや

急 な斜面とさらに平坦で泥に覆 われた面 の組み合

せで全部で12 段あった。 １つ の段はせいぜい ３～

５ｍで小さい ものでは50c・以下である。 この組 み

合 せの終わった所に裂け目があ る。裂け目は深 さ

４～ ５ｍで浅いところで は堆・ 物に覆わ れて落差

は無い。直線性 がよく，切 れ切れに南北に少 な く

とも１本は125m つながる。100m 前後 の裂け目 が

全体 としてどのくらい延長 して いるかは今後の課

題である。 もし地溝が地形図で追え るところのす

べてがそうなら60klとなる。裂け目の存在度を表 ２

表２　海僵斜面の亀裂の存在度

Table 2　Frequency of the fissures

on tlle seaward slope.
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にまとめた。

太平洋プ レートの層序はＩＰＯＤの第436 潜航で

白亜紀のチャートまで397m 掘削された ものがあ

る。地溝の底の平坦面は礫混じりの泥に覆われて

いる。粗い礫は急斜面の霑蔔より由来する。 １番

底の層序は下から白い泥岩，貴色い砂岩（厚さ ５

～６ｃｌ）。最上位に薄いマンガンの層があ る。マ

ンガンは厚さlc ｓ以下の盤状を呈しているがもっ

と水深の浅い所では団塊状を呈する。 この泥岩，

砂岩。マンガンという組み合せは潜航地域全体に

わたって共通の層序のようである。地溝の底に散

らば･，ていた黒い岩石は一見玄武岩のようであっ

たが切ってみるとマンガｙが被観した砂岩であ。

た。その岩相は２番目の黄色い砂岩とよく似てお

り，斜面か壊れてこの砂岩が底に落ちてマ ンガン

の被覆を受けるまで時間がかかったことを意味す

る。地溝の斜面の半分はすべてこの泥岩で，裂け

目を構成する岩石も基本的には同じである。

裂け目の５ｍほどの屬序は地溝の底で見られた

ものと同じで，泥岩，砂岩，マンガンとそ の上を

覆う膊い泥である。泥岩はほぽ同じ厚さで東西の

両側で全く同様の物であることから，この裂け目

は同一の岩石か割られてできた斜面であるといえ

る。海底の表層にはマ冫がご／団塊が見られた。こ

れは一面にあるのではなく所々痼状の黒い半団塊

になって海底にへばりっいている。地溝の底の堆

積物は直接サンプリングできなかったが, 洩くなっ

ているところで内部と思われるものを得た。それ

は細かい黒い泥であった。

潜航の問に観察された生物は，ナマコ，ゴカイ，

アイソポーダ，ヱピ，ソコダラ，イソギンチャク，

ヒトデ，などである。これらの生物は潜航海域全

体に分布しており特定の群集を形成していない。

不思議なのはこれだけ多くの生物を一体何が支え

ているのかが不明である。

ナマコは千手ナマコと透明のクワガタムシのよ

うな物とがあり後者の方がその棲息密度がはるか

に高い。クワガタはあるときは１㎡のなかに４個

体もあることがある。前者は一般に単独で分布し

ていた。ナマコについては底騙水との関連で堀内

（本報告書）が興味ある問題を提起している。 ゴ

カイは平均的に分布。 イソポーダは底を這い回っ

ていた。生物は群集を形成せずにすべて単独ない

Proc. JAMSTECSymp.  Deep Sea Res. (1393)

しは戡個体で行動を してい た。 重要な海底の地 点

にはマ ーカーを設 置するのか， 今後 の研 究の ため

には目印， スケール4こなってよい。７ －カーには

潜航番号，日付等 が入ってい る。10CS のスケ ール

が入って いるので サイズを計るのによい。また蛍

瓷塗料が塗 ってあ るので暗やみで も光を当てれば

よくわかる。さらにこれには発 泡スチロ ール，ビ

ニール等を結び付け １年置い たときに どのような

変化か起こ ってい るのかを観 察す ると役に立つ 。

海底の深度別の炭酸カルシウ ムの溶解を現場で実

験 するために貝般をつけるのもよい。今後よいマー

カーを考えて設置するように したい。

第131 潜航

第130 潜航にて視認され た，海 底の裂 け目 （小

咄溝）まで, 海 側の沈み込 み斜面を観察しな がら

航 走し，裂け目 の内側と外側の底泥 サンプ ルを無

菌的 に採取すること4ご成功した。 その問 ，斜 面で

の生物群築 ならびに裂け目 の回 りの生物 等を観察

した。その結果，斜面は階段状にな ってお り。平

坦面のみ ナマ コ，ヒト デ，白 エピ （lｓｏｐｏｄａ）等

の生物群集が見られ，急劇面には，海 綿，イ ソギ

ンチャク等の付着性生物が視認 された。裂 け目の

回 りの平坦 面も同 様であ ったが，裂け目 の底 は，

黒 っぽい堆種物で顕 われ，目立 った生物群集 は，

視認で きなかった。ま た，ビデオにて半透明 の ナ

マ コの摂餌風唇や，白エ ピ（lｓ・p・ｄａ）の靠縷な

画像を撮るこ とがで きた。

平坦面は，礫ま じりの泥, 所々に黒及 び白色 の

岩 石が見られた。斜面は，白色の泥岩 が主 で，上

層部 は黒っぽ くマ ンガ ンが付着 していると思われ

た。平坦■には，生物層が非常に多 く，特 に，白

色の深海エピ（lsｏｐｏｄａ），白色のヒトデ類 ，ナマ

コ類, 特につのを持つ ウシナマコの類 が多 く見ら

れ た。セ ンジａナマ コやユメ ナマ コの類 は，数は

少 ないながらも多 く観察され た。

第132 潜航

日本海溝海側斜面 の宮古梅丘 は地溝の東 の端に

位置 する底径10kl 以下の比高400m 程の山であ る。

海丘 の麓は平坦面で礫混じりの泥に覆われ生物が

極 めて多い海底牧楊で あった。泥岩の露頭 の上に

玄武岩の溶岩流，ピロープレッチ ャ。 スコ リア層

等 が重なっており，海山は火山活動で出来 た海山

であ ることがわかった。山体は １～ ２ｍ程度の断

j7



眉によって切ら扣j さなガレが形成され，玄武岩

や泥岩の巨礫を伴う土石流が山体をかけ下ったと

考えられる。li 卜付近は厚い泥岩や現生の堆積物

に覆われて火山活動終了後長い時間がａ･昌したこ

とを示している。山体の玄武岩を切る小断層がや

がて累積して，第一鹿島海山を断ち切る1,500m

もの落差のある断層崖を形成するようになるのか

は今後の検討が必要である。玄武岩は著しく変質

しているが斜長石の組織は残っており年代測定が

可能である。

５　考 案

1）梅側斜面の新しい裂け目

日本海溝海側斜面の鰉蔔1地溝構造に付随して新

しい裂け目が発見された（堀田ほか，1992 ）。 裂

け目は何列かに並び水深6,加0～6,000皿まで続い

ていることが確認されている。1933年の三陸地震

の震源域はこの地域である。図 ７は第130潜航で

行われたマネキンの落ちている裂け目の全体のマッ

ピングを示した。裂け目は直線性が極めてよいが

途中から方向を変えている。その両端は肢滅する

形でなくなるがlcl 程度の蟻地獄のようの形でつ

ながる。全体の長さは185m である。このような

平行性の強い裂け目は東アフリカのリフトバレー

やアイスランドのギャオなどと地形的には極めて

よく似ており，成因 の近似性を想定させる。太平

洋プ レートは日本海溝の下へと沈み込んでいるが，

スラブが全体としてプレートを引 っ張るような形

で沈み込 んでい る。 このような引 っ張りは例えば

東北日本 の地震 の分布とメカニズムからも，プレー

トの上面では引 っ張りの地震が，下部で は圧 縮 の

地震が起こって いることからもうな ずける。 従っ

て，海側斜面に観察 される裂 け目は リフトと同 様

のメカニズムで形成されたと考え るのが妥当であ

ろう。

2）睦側斜面

ナギナタシロウリガイ群集とメガシア ー

日本海講陸側斜面で世 界最深の ナギナタシロウ

リガイが発見されたが，同時にシロ ウりガイ類群

集の生 息域の下 限が決められる可 能性があ る。 ナ

ギナタシロウリガイは日仏海溝計 画の潜航 や1991

年と1992 年の潜航 から, 5,481  m から6,366m に わ

たる水 深にのみ分布することがわかった。Von  H

uene ａｎｄ Culotta （1991 ）は深海掘削 の事癇 調査

として行 われ たマルチチ ャンネル音波 探査 の結果

を解釈 して，日本海溝陸側斜面 の下部 に著 し いテ

クトニックェロ ージil ンが起こ って いるこ とを指

摘 して いる。図 ８は彼らの解釈し た地下 の構造を

示す。こ れによ れば沈み込 むプレ ートから放出さ

れる水 はちょう ど水深6,500m か ら5,400m に かけ

ての地下 からメガ シアーソー冫／を通 りて地 表にで

てきて もおかしくない。藤岡 ・村山 （1992 ）はナ

ギナタ シロウリガイの生息深度とメガシア ーの閥

係を論 じナギナタシロウ リガイは巨大破砕帯（メ

図 フ　 マネキンの首の落ちていた裂け目の全延長のトレース

Fig.  7　Trace  of the whole length of the fissure where t ｈｅ head ｏｆ ｍａｎｅqｕin w ａs rｏｕnd.
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図８　淘禰睦側斜ｉ の音波探査断・ と解釈（Ｖ・ｎ Heuene and Ｃｕlottａ， 1991)

Fig. 8　Seismic profile ａｃｒｏss lhe trench axis and its implication.

図 ９　 ナギナタシロウ11 ガ イとメガシアーの槓式図

Fig. 9　ScllemaﾋIC daigram ｆｏｒ the Calyptogena.  phaseol びrorm.is and ｍａｇａｓｈｅａｒ.

Proc. JAMSTEC Symp. Deep Sea Res. （1993）
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図10 日本海溝の軸を櫑断する音破探査断面 と潜航地点

Fig.  10 Seismic profi 】e across  the Japan  Trench axis and the di ｖｅ ｓi畑s.

ガシアーソーン）にのみ分布すると結論した。メ

ガシアーソーンやその上を覆う土石流堆秘物は，

地下からの栄養に富む水を通しやすくFujioka ａｎ

ｄ Taira （1989）の言うように ナギナタシロウリ

ガイ群集の発違にとってよい条件といえる。その

ことを踏まえて番いたのが図 ９である。図10 は日

本海溝の海構軸を挟んだ海側と陸廁の潜航地点を

マルチチャンネル音波探査断面に落としたもので

ある。この図は睦側と海側の地球科学的現象の違

いをよくあらわしている。

６　結 給

日本海溝の陸側と海側の異なった現象，すなわ

ち海側に亀裂群が発達し，睦側に崩壊と生物群集

の発達を見ることは，太平洋プレートの東北日本

弧下への沈み込みによるものと解釈できる。海側

では，沈み込む年代の古いプレートの曲げによる

海満軸に平行な正断層が現在も活動的であること，

陸側では，沈み込まれる側の逆断層に伴うメガシ

アー帯からの湧水が現在進行形であることを示し

ている。
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写 真 １　$130 潜 航 の 售 底 点 の露 頭 。 地 塁 ・ 地 溝 の 麗 に　 写 真 ２　 第130 潜 航 の 壗 底 点 の 露 頭 。 地 塁 ・地 済 の 腿 に

当 た る 。 表 面 が マ ンガ ン に 肢 覆 さ れ た 泥 岩 が　　　　　 当 た る 。 断 層 に よ っ て 切 ら れ た 郡 分 に 嬲 が し

著 し く 変 形 し て い る 。　　　　　　　　　　　　 み 込 儿 で い る 。

Ｐｈｏt4)10 ｕtｃｒｏｐ ０１ the  landing ｐＱｉｎt Qf tlle　PhQt ０ ２　Outcrop ｏｆ ｌｈｅ ｌａｎｄｉｎｇ ｐｏｉｎt ｏr the

dive 130. Ｔｈｅ １０ｃａtion i ｓ ａ八 ｈｅ ｋ]ｏt 01　　　　　dive 130.  The ｌｏｃａtion is ａt the ｆｏｏt of

Horst and graben. Highly deformed　　　　　Horst ａｎｄ ｇｒａｂｅｎ. Veins ａｒｇ ｉｎtｒｕded

黜ｕd ｓＩｏｎｅｓ are ｅｎｃｌ･ｕｓted b ｙ ｍａｎｇａｎｅse　　　　　at the fissures ｗhich ｗere cut b ｙ the

jlｓ surface.　　　　　　　　　　　　　　　fault.

写真３　第130潜航の着底点の覇頭。地塁・地溝の麓に　 写臭４

当たる。成嘔輛遣がよく見える。

Phot０３　０ｕt£rop of the landing point 01 Ihe dive
---　　㎜■　■　　　　　　■　・

海側斜面の裂け目。ビニール袋のゴミが見え

る。1992年の第367潜航で同じ場所の様子が写

真に撮られている。

130.  The location is at  Ihe ｆｏｏt of Horst　Phota4　Fissures on lhe seaw ａｒd slope.

1　　.. ¶1r 11　』.･ 琵･¶　　　　　　　　　　 －　　　 ’　　■　－ａaｎｄ graven. Well stratified seq ｕences

ａｒｅｓｅｅｎ.

Proc. JAMSTEC Symp. Ｄｅ夘 ＳｅａＲｅｓ.（1993）

C ａｒvａｇｅｓ of ｖiny! bag are seen.

Ｐｈｏtograph ｓ of the same ｓitｅw ｅｒｅ

taken ｄ缸ｒing the di ｖｅ ｌａ弑 ｙｅａｒ.

幻



写真５　 洵側斜面の裂け目。斜面の崩落が瞥しい。

Ph 叭05　Fiss ｕｒes ｏｎ the ｓｅａｗａrd slope.

Collapse ｏｎ ｈｅ wall 0ほhehor ｓtiｓ

notable,

写 真 ７　陸側斜面。土石流 堆積物 が流れ たあ との侵食

を受けたガレに分布するシロウリガイコロこ－

Pholo ７　Landward slope. Calypiogena  phaseo-

1ぴormis dislri- b ｕtｅｄ on tｈｅ eroded gul

】eys ａrtｅｒ the debｒjｓ noｗ.

わ

写真６　 輜の狹い裂け目。真ん中に朋落下泥岩のプロッ

クが見える。両鯏の地形は極めてよく合う。

Photo ６　Narrow fissure.Fallen  ntudstone  blocks

are seen inside. Ｔｃｐｏｇrａｐｈyoflheboth

51dear ｅwel 】filted.

写 真 ８　 ソ コ ダ ラ の 捕 食 行 動 。 ナ ギ ナ タ シ ロ ウ リ ガ イ

の サ ン プ リ ン グの 間 に ソ コ ダ ラ が き て 壊 れ た

ナ ギ ナ タ シ ロ ウ リ ガ イ を 取 っ て逃 げ て いｰ つた 。

Ｐｈｏtｏ８　During Lhe s ａｍｐｌｉｎｇ ｏr Ｃα砂μ ｏ辟 ４ａ

μl(z,ｓｅｏ匈ｂｒmf ｓ,cod fish look a 丶ｖａy the

br ｏｋｅｎ Calyptogena  phaseol びormis.

Proc. JAMSTGC Symp. Deep Sea Res. （1翻3）



27真９　直線性のよいナギナタシロウリガイのコロニー。　 写真10 直線性のよいナギナタシロウリガイのコi]ニー

畏さは３ｍ以上ある。　　　　　　　　　　　　 のややアップした写真。４ ソギンチャクやゴ

Ｐｈｏt０ ９　Linear distribution ｏｆ Ｃａｌyｐめge,1a　　　　　 カイが見える。

ρ&ａｓ１０１叭]rmis colony. The length　PhotolO　C10sed ｕp phoIog ｒａｐｈ of the linear

ｓeems ｍｏｒｅ than ３ ｍ.　　　　　　　　　　　community.  Sea ａｎyｍＱｎy ａｎｄ wｏｒｍｓ

are  seen.

写 真11 直 線 性 の よ い シ ロ ウ リ ガ ４ の コ ロ ニ ー の 】つ 。

転 石 が 見 ら れ 土 石 流 堆 暁 物 が 洗 い だ さ れ た も

の と 考 え ら れ る 。

Ｐｈｏtｏ１１ One ｏｎ ｈｅ ］ｉｎｅａｒ ｃｏ ｍ ｍｕnitje ｓ.

Pebble ｓ seem lo be ｗａshed o ｕt rl･ｏ ｍ

debris flo ｗ deposit.

Proe,  JAMSTEC Symp. Ｄｇｅｐ Sea Ｒｅｓ． （1993 ）

写輿12 東西性のガレ。萵さ30c●くらいで土石洫が酒う

ていった。

Ph01012　East-west trending ｇｕ】ley- Height is

ａｂｏｕ130㎝and debris floｗ run down.

昂



跖

( ａ)

（ ｂ ）

写真j3 裂け目の中 で発見されたマネキンの首。ａは1991 年 篳67 潜 航 で見つかった畤の様子。

bw  1 年 後 の199Z 年 の第130 潜 航 で見た時の様子。１年問に堆積物の被覆が増え ており ，

褒面にはウミシダか付着している。

Photo  13 H ・ad ・ｆｍａｎｅqｕjn.（ａ）ｓhoｗs tlle situation when it ｗａｓ found during lhe di ，e67，

1991.（b ）js the ｓjtｕａtion daring (he dive 130, 】992. During  one  year,  sediment

blanket becomes thick and gorgonian li χ:ed ｏｎ the ｓurface of tｈｅ ｍａｎｅｑｕin.

Proc. JAMSTEC Symp. Deep S ●ａ Res. （19933
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